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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 8,921 14.0 197 ― △29 ― △182 ―

22年3月期第3四半期 7,822 △37.5 △549 ― △671 ― △890 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △7.73 ―

22年3月期第3四半期 △37.80 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 16,965 5,031 27.2 195.66
22年3月期 17,017 5,487 29.7 214.34

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,608百万円 22年3月期  5,048百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

当社は定款において期末日を配当基準日と定めているが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定である。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,800 8.1 130 ― △140 ― △290 ― △12.31



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となる。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となる。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となる。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続を終了していない。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がある。業績予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）２ページ 「連結業績予想に関する定性的情報」に記載のとおりである。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３ 「その他の情報」に記載のとおりである。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 23,606,573株 22年3月期  23,606,573株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  54,971株 22年3月期  52,714株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 23,552,616株 22年3月期3Q  23,554,966株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の増加や経済対策の効果を背景に緩やかな回復を続けて

きたが、秋口以降、円高の進展による輸出の減速や駆け込み需要の反動による個人消費の低迷等により、足踏み状

態となった。 

 このような状況の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、89億２千１百万円（前年同期比

14.0％増）、営業利益は１億９千７百万円（前年同期は営業損失５億４千９百万円）、経常損失は２千９百万円

（前年同期は経常損失６億７千１百万円）、四半期純損失は１億８千２百万円（前年同期は四半期純損失８億９千

万円）となった。 

  

セグメントの状況は、次のとおりである。 

（断熱関連事業） 

 鉄鋼、窯業、自動車、IT関連業界向けの需要は堅調に推移したが、国内の工業炉の施工を扱う部門の需要は依然

として低調であった。その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、76億８千４百万円（前年同期比16.3％

増）となった。 

  

（その他事業） 

 軽金属補強材料、電子部品焼成用セッター、間仕切り用集成材の需要は順調に推移した。石油製品は価格の上昇

により増収になったが、セラミックス多孔体や住宅用集成材および住宅用燃焼機器は減収となった。その結果、当

第３四半期連結累計期間の売上高は、12億３千６百万円（前年同期比1.8％増）となった。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の資産の合計は、前連結会計年度末より、５千２百万円減少し、169億６千５百万

円となった。増加の主な内訳は、現金及び預金４億７千万円等である。減少の主な内訳は、機械装置及び運搬具３

億９千７百万円、投資有価証券１億７千７百万円等である。 

 負債の部は、前連結会計年度末より４億４百万円増加し、119億３千４百万円となった。増加の主な内訳は、短

期借入金４億６千５百万円等である。 

 純資産の部は、前連結会計年度末より４億５千６百万円減少し、50億３千１百万円となった。   

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年11月10日に公表した連結業績予想から修正は行っていない。  

なお、期末の１株当たり配当予想については、通期の業績見込みが明らかとなった時点で改めて公表する。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はない。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

①棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっている。 

  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法

によっている。 

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっている。 

  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法をとっ

ている。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況

に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっている。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更）  

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を

適用している。 

 これによる当期の損益への影響はない。 

  

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用している。 

 これによる当期の損益への影響はない。 

  

（表示方法の変更）  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示している。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,966 1,495

受取手形及び売掛金 3,600 3,561

商品及び製品 1,376 1,408

仕掛品 262 265

原材料及び貯蔵品 433 411

繰延税金資産 79 108

その他 414 209

貸倒引当金 △10 △9

流動資産合計 8,122 7,450

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,856 1,952

機械装置及び運搬具（純額） 1,968 2,366

土地 2,243 2,257

その他（純額） 255 234

有形固定資産合計 6,324 6,810

無形固定資産   

のれん 449 529

その他 179 137

無形固定資産合計 629 666

投資その他の資産   

投資有価証券 702 879

繰延税金資産 727 703

その他 591 654

貸倒引当金 △132 △149

投資その他の資産合計 1,888 2,088

固定資産合計 8,842 9,566

資産合計 16,965 17,017



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,109 1,043

短期借入金 6,528 6,063

未払法人税等 158 65

賞与引当金 87 163

その他 547 524

流動負債合計 8,430 7,861

固定負債   

長期借入金 2,258 2,482

退職給付引当金 938 887

その他の引当金 59 52

その他 247 247

固定負債合計 3,503 3,669

負債合計 11,934 11,530

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,196 3,196

資本剰余金 2,254 2,532

利益剰余金 △373 △276

自己株式 △10 △10

株主資本合計 5,066 5,441

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 66 69

繰延ヘッジ損益 － 0

土地再評価差額金 67 67

為替換算調整勘定 △593 △530

評価・換算差額等合計 △458 △392

少数株主持分 422 438

純資産合計 5,031 5,487

負債純資産合計 16,965 17,017



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 7,822 8,921

売上原価 6,074 6,437

売上総利益 1,748 2,483

販売費及び一般管理費 2,298 2,286

営業利益又は営業損失（△） △549 197

営業外収益   

受取利息 2 3

受取配当金 4 10

持分法による投資利益 50 20

為替差益 11 －

その他 75 48

営業外収益合計 144 81

営業外費用   

支払利息 129 121

為替差損 － 73

租税公課 29 16

その他 107 97

営業外費用合計 266 309

経常損失（△） △671 △29

特別利益   

貸倒引当金戻入額 19 10

固定資産受贈益 13 －

その他 － 0

特別利益合計 33 11

特別損失   

固定資産除却損 15 1

減損損失 － 0

その他 3 －

特別損失合計 19 2

税金等調整前四半期純損失（△） △658 △20

法人税、住民税及び事業税 26 133

法人税等調整額 222 4

法人税等還付税額 △6 －

法人税等合計 242 138

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △158

少数株主利益又は少数株主損失（△） △9 23

四半期純損失（△） △890 △182



 該当事項はない。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

（単位：百万円）

  

〔セグメント情報〕 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

（単位：百万円）

  

  

  

 該当事項はない。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
断熱関連
事業 

建設関連
事業 

その他事業 計
消去又は 
全社 

連結

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売

上高 
 6,384  473  964  7,822  －  7,822

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  32  32 (32)  －

計  6,384  473  997  7,855 (32)  7,822

営業利益又は営業損失（△）  △512  8  △58  △562  12  △549

   報告セグメント 
その他 合計 調整額  

四半期連結 

損益計算書 

計上額    断熱関連事業 計  

 売上高              

外部顧客への売上高 7,684 7,684 1,236  8,921  － 8,921

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
1 1 47  49  △49 －

計  7,686 7,686 1,284  8,971  △49 8,921

セグメント利益 158 158 27  185  12 197

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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